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「
沈
む
」
島
の
現
在

│
│
ツ
バ
ル
・
フ
ナ
フ
チ
環
礁
に
お
け
る
居
住
を
巡
る
一
考
察
│
│

深

山

直

子

石

森

大

知

一

は
じ
め
に
―
―
「
沈
む
」
ツ
バ
ル
？

オ
セ
ア
ニ
ア
の
貿
易
風
帯
に
は
多
数
の
リ
ン
グ
状
の
サ
ン
ゴ
礁
、

す
な
わ
ち
環
礁
が
点
在
し
て
い
る
。
ツ
バ
ル
は
そ
の
な
か
で
ポ
リ

ネ
シ
ア
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
西
端
に
位
置
し
、
九
つ
の
環
礁
・
リ

ー
フ
島
か
ら
構
成
さ
れ
る
島
嶼
国
で
あ
る
（
１
）
。
一
般
に
環
礁
の
リ
ン

グ
の
内
側
に
は
水
深
の
浅
い
ラ
グ
ー
ン
が
、
外
側
に
は
サ
ン
ゴ
礁

原
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
サ
ン
ゴ
礁
原
の
さ
ら
に
外
側
に
は
外
洋

が
広
が
っ
て
い
る
。
環
礁
で
は
サ
ン
ゴ
礁
原
の
う
え
に
有
孔
虫
や

サ
ン
ゴ
の
砂
礫
が
堆
積
す
る
と
、
低
平
な
環
礁
州
島
が
形
成
さ
れ

る
﹇
山
口
・
甲
斐

二
〇
〇
七
﹈。
環
礁
州
島
の
地
形
は
通
常
、

外
洋
側
に
台
風
や
津
波
の
時
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
サ
ン
ゴ
礫
か
ら

形
成
さ
れ
た
凸
地
で
あ
る
ス
ト
ー
ム
リ
ッ
ジ
、
内
陸
部
の
中
央
凹

地
、
ラ
グ
ー
ン
側
に
沿
岸
流
に
よ
っ
て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
有
孔
虫

の
砂
か
ら
形
成
さ
れ
た
凸
地
で
あ
る
ビ
ー
チ
リ
ッ
ジ
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
﹇Y

am
ano

et
al.2007

﹈。
ツ
バ
ル
の
国
土
の
ほ
ぼ
全

て
は
、
こ
の
よ
う
な
環
礁
州
島
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
総

面
積
は
約
二
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
非
常
に
小
さ
い
（
図
１
）。

ツ
バ
ル
の
人
口
は
九
五
六
一
人
を
数
え
て
お
り
（
２
）
、
そ
の
大
半
が

ポ
リ
ネ
シ
ア
系
住
民
で
あ
る
が
、
若
干
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
系
住
民

も
含
ん
で
い
る
。
自
家
消
費
的
な
農
業
・
漁
業
が
主
た
る
生
業
で
、

現
金
収
入
は
多
国
籍
の
漁
船
か
ら
の
入
漁
料
や
海
外
で
出
稼
ぎ
す

る
ツ
バ
ル
人
か
ら
の
送
金
に
依
存
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
（
３
）
。

九
つ
の
環
礁
・
リ
ー
フ
島
は
、
か
つ
て
エ
リ
ス
諸
島
と
称
さ
れ

て
、
現
在
の
キ
リ
バ
ス
の
一
部
で
あ
る
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
と
と
も

に
、
ギ
ル
バ
ー
ト
・
エ
リ
ス
諸
島
と
し
て
一
八
九
二
年
よ
り
イ
ギ

「
沈
む
」
島
の
現
在

五
七
（
二
六
七
）



リ
ス
の
保
護
領
に
な
っ
た
。
一
九
一
五
年
に
は
植
民
地
と
な
り
、

一
九
七
五
年
に
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
と
分
離
し
て
ツ
バ
ル
と
称
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
を
果
た
し
た
の
は
、
一

九
七
八
年
の
こ
と
で
あ
る
﹇e.g.T

eo
1983

﹈。

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
国
際
的
に
地
球
温
暖
化
が
関
心
を
集
め

る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
起
因
す
る
と
さ
れ
る
海
面
上
昇
に
関
し

て
盛
ん
な
議
論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
﹇
例
え
ば
、
ワ
ー
ト

二
〇
〇
五
、C

hurch
et

al2006,
E
schenbach

2004a,
2004b,

H
unter

2004

﹈。
環
礁
州
島
の
地
形
に
は
ス
ト
ー
ム
リ
ッ
ジ
、
ビ

ー
チ
リ
ッ
ジ
と
い
う
相
対
的
な
凸
地
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
平

均
海
抜
は
極
端
に
低
く
数
メ
ー
ト
ル
に
留
ま
る
。
こ
う
し
て
ツ
バ

ル
は
、
同
様
の
地
形
的
特
徴
を
有
す
る
キ
リ
バ
ス
と
並
ん
で
、
海

面
上
昇
に
起
因
す
る
水
没
や
浸
水
、
浸
食
、
塩
害
と
い
っ
た
災
害

を
被
る
可
能
性
が
最
も
高
い
国
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
人
口
、
国
土
面
積
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
等
の
観
点
か
ら
は
極
小
国
家

で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
環
境
問
題
と
い
う
脈
絡
の
中
で
「
沈
む
」、

「
消
え
る
」
と
い
っ
た
枕
詞
と
と
も
に
、
短
期
間
の
う
ち
に
国
際

的
に
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
欧
米
は
大
航
海
時
代
か
ら
太
平
洋
の
島
嶼
に
対
し

て
、「
小
さ
い
」、「
弱
い
」、「
隔
絶
」、「
辺
境
」、「
非
歴
史
的
」、

「
伝
統
�
前
近
代
的
」、「
均
質
的
」
等
の
偏
見
を
抱
い
て
き
た

図 1 ツバルの位置（左）とフナフチ環礁の位置（右）
※ 左は国連のホームページより抜粋（http://www.un.int/wcm/content/site/tuvalu/cache/offonce/pid/3712 2010年

1月 20日現在），右はアメリカ中央情報局のホームページより抜粋（https://www.cia.gov/library/publications/

the-world-factbook/ maps/maptemplate_tv.html 2010年 1月 20日現在）．筆者加筆．
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﹇
春
日

一
九
九
九
﹈。
海
面
上
昇
を
巡
る
議
論
が
活
発
に
な
っ
て

以
降
、
ツ
バ
ル
に
向
け
ら
れ
る
ま
な
ざ
し
の
中
で
、
こ
う
し
た
既

存
の
「
オ
セ
ア
ニ
ア
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
が
強
化
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
﹇Farbotko

2005

﹈。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
の

人
為
的
原
因
と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
に
関
し
、
ツ
バ
ル
を
始
め

と
す
る
資
源
や
経
済
力
に
乏
し
い
極
小
国
は
産
業
化
が
進
む
大
国

に
比
べ
る
と
ほ
ぼ
排
出
し
て
い
な
い
に
等
し
い
と
い
う
事
実
が
強

調
さ
れ
、
ツ
バ
ル
人
に
は
さ
ら
に
否
応
な
く
負
の
結
果
を
背
負
わ

さ
れ
た
「
被
害
者
」、「
犠
牲
者
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ

れ
た
﹇
神
保

二
〇
〇
七
、
石
田

二
〇
〇
七
﹈。
こ
う
し
て
、

「
沈
む
ツ
バ
ル
」、「
被
害
者
と
し
て
の
ツ
バ
ル
人
」
と
い
う
言
説

や
イ
メ
ー
ジ
が
海
面
上
昇
と
直
接
に
結
び
付
け
ら
れ
て
反
復
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

Farbotko

は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
前
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
新
聞
記
事
の
分
析
を
試
み
、
ツ
バ
ル
人
が
未
曽
有
の
「
悲
劇
」

に
み
ま
わ
れ
て
移
住
す
る
以
外
に
選
択
肢
を
持
た
な
い
人
々
と
し

て
「
デ
ィ
ス
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」（disem

pow
erm

ent

）
さ
れ
て

描
か
れ
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
﹇Farbotko

2005

﹈。
さ

ら
にM
ontreux

とB
arnett

は
、
研
究
者
並
び
に
マ
ス
・
メ
デ

ィ
ア
が
、
環
境
変
動
に
対
す
る
太
平
洋
の
島
々
の
脆
弱
性
に
偏
っ

て
焦
点
を
当
て
た
上
で
、
そ
れ
を
理
由
に
ツ
バ
ル
か
ら
他
国
へ
の

大
規
模
な
移
住
が
生
じ
て
い
る
／
生
じ
る
だ
ろ
う
／
生
じ
る
べ
き

だ
と
い
う
議
論
を
展
開
し
て
い
る
と
論
じ
た
。
そ
し
て
フ
ナ
フ
チ

環
礁
（Funafuti

）
で
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
調
査
か
ら
、
実
際
に
は

現
地
住
民
に
と
っ
て
気
候
変
動
は
主
た
る
懸
念
事
項
で
は
な
く
、

ま
た
移
住
の
理
由
で
も
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
﹇M

ontreux

and
B
arnett

2009

﹈。
ま
た
玉
井
は
、
ツ
バ
ル
に
お
い
て
気
候
変

動
の
影
響
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
る
半
面
、「
内
発
的
な
」
環
境
問

題
が
看
過
さ
れ
て
き
た
と
い
う
反
省
の
も
と
で
、
現
地
調
査
に
基

づ
き
国
内
で
深
刻
化
す
る
廃
棄
物
処
理
問
題
の
現
状
と
課
題
を
指

摘
し
た
﹇
玉
井

二
〇
〇
五
﹈。
あ
る
い
は
小
林
は
、
ナ
ヌ
メ
ア

環
礁
（N

anum
ea

）
で
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
調
査
か
ら
、
現
地
住

民
が
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
海
面
上
昇
の
言
説
の
影
響
を
受

け
て
、
ロ
ー
カ
ル
な
自
然
現
象
を
解
釈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
を
論
じ
た
﹇
小
林

二
〇
〇
八
ａ
、
二
〇
〇
八
ｂ
﹈。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
ツ
バ
ル
及
び
ツ
バ
ル
人
に
対
す
る
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
言
説
や
イ
メ
ー
ジ
を
、
そ
の
内
容
や
形
成
過
程
、

普
及
・
波
及
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
批
判
的
に

捉
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
言
説
や
イ
メ

ー
ジ
と
対
照
さ
れ
る
べ
き
ロ
ー
カ
ル
な
実
態
の
踏
み
込
み
に
足
ら

ず
、
現
代
の
ツ
バ
ル
で
は
ツ
バ
ル
人
が
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
描
き
出
す
民
族
誌
的
情
報
に
欠

「
沈
む
」
島
の
現
在

五
九
（
二
六
九
）



け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら

本
稿
で
は
、
ツ
バ
ル
の
政
治
的
・
経
済
的
中
心
で
あ
る
フ
ナ
フ
チ

環
礁
フ
ォ
ン
ガ
フ
ァ
レ
島
（Fongafale

）
に
お
い
て
実
施
し
た

文
化
人
類
学
的
調
査
を
踏
ま
え
て
、
市
街
地
に
お
け
る
居
住
を
巡

る
実
態
の
一
端
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

全
体
の
構
成
と
し
て
は
、
次
の
第
二
章
で
は
統
計
資
料
か
ら
ツ

バ
ル
と
フ
ナ
フ
チ
の
人
口
動
態
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。
第
三
章
で

は
現
地
調
査
の
基
礎
的
情
報
を
ま
と
め
、
続
く
第
四
章
、
第
五
章

で
は
調
査
で
得
た
デ
ー
タ
を
基
に
居
住
地
と
住
民
の
変
遷
を
明
ら

か
に
す
る
。
第
六
章
で
は
そ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
考
察
を
試
み

る
。二

人
口
の
増
加
と
集
住

―
―
「
重
く
な
る
」
フ
ナ
フ
チ
環
礁

調
査
結
果
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
ツ
バ
ル
に

お
け
る
近
年
の
人
口
動
態
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
一
九
二
一
年

時
の
総
人
口
は
三
四
五
七
人
で
、
一
九
四
七
年
は
四
四
八
七
人
、

一
九
六
八
年
は
五
七
八
二
人
と
そ
の
数
は
比
較
的
穏
や
か
に
増
加

し
て
い
っ
た
﹇T

uvalu
C
entralStatistics

D
ivision

n.d.:13

﹈。

と
こ
ろ
が
キ
リ
バ
ス
と
分
離
し
た
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
ツ
バ

ル
と
し
て
独
立
を
果
た
す
一
九
七
八
年
に
か
け
て
、
そ
れ
ま
で
ツ

バ
ル
外
で
出
稼
ぎ
し
て
い
た
人
々
が
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

特
に
、
現
在
キ
リ
バ
ス
領
内
に
あ
る
バ
ナ
バ
島
（B

anaba
Is-

land

）
の
リ
ン
鉱
山
が
、
一
九
七
九
年
に
リ
ン
枯
渇
の
た
め
閉
山

し
た
こ
と
は
、
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
﹇Faaniu

1983

﹈。

そ
の
結
果
、
人
口
は
一
九
七
九
年
は
七
三
四
九
人
、
一
九
九
一
年

は
九
〇
四
三
人
、
そ
し
て
二
〇
〇
二
年
に
は
九
五
六
一
人
を
数
え

る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
﹇T

uvalu
C
entralStatistics

D
ivision

n.d.:13

﹈。

人
口
増
加
の
動
向
に
並
行
し
て
、
首
都
が
所
在
す
る
フ
ナ
フ
チ

環
礁
に
居
住
が
一
極
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
九
つ
の
環
礁
・

リ
ー
フ
島
の
う
ち
、
フ
ナ
フ
チ
環
礁
に
居
住
す
る
人
口
割
合
は
、

一
九
六
八
年
に
は
一
四
・
三
％
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
一
九
七
九

年
に
二
八
・
八
％
に
な
り
、
一
九
九
一
年
に
は
四
二
・
五
％
、
二

〇
〇
二
年
に
は
四
六
・
三
％
と
急
増
し
た
﹇T

aafaki1983
:28,

Secretariat
of

the
Pacific

C
om

m
unity

2005
:15

﹈（
図
２
）。

フ
ナ
フ
チ
環
礁
内
で
は
統
計
に
よ
る
と
、
フ
ォ
ン
ガ
フ
ァ
レ
、

フ
ナ
フ
ァ
ラ
（Funafala

）、
ア
マ
ト
ゥ
ク
（A

m
atuku

）
と
い

う
三
つ
の
環
礁
州
島
に
居
住
が
認
め
ら
れ
る
が
、
フ
ナ
フ
チ
環
礁

の
人
口
の
九
八
％
は
フ
ォ
ン
ガ
フ
ァ
レ
島
に
居
住
し
て
お
り
、
さ

ら
に
そ
の
七
一
％
が
島
内
の
い
わ
ゆ
る
市
街
地
に
居
住
し
て
い
る

﹇T
uvalu

C
entral

Statistics
D
ivision

n.
d.

﹈（
表
１
）。
ツ
バ

史

学

第
七
九
巻

第
三
号

六
〇
（
二
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〇
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表 1 フナフチ環礁における人口分布

フナフチ環礁

アマトゥク島

52

4492

※1 ［Tuvalu Central Statistics Division n. d.］のデータを基に，筆者作成．
※2 数字の単位は全て「人」．

フナファラ島

22

フォンガファレ島

非市街地

テカヴァト
ゥエトゥエ

343

1282

4418

テオネ

540

ロフェ
アガイ

399

市街地

ヴァイ
アク

516

3136

アラピ

1024

セナァ

589

ファカイ
フォウ

1007

図 2ツバルにおける人口増加と都市化
※ Yamano et al（2007 : 413）より抜粋．
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ル
の
総
人
口
が
急
増
し
て
き
た
と
同
時
に
、
フ
ォ
ン
ガ
フ

ァ
レ
へ
の
集
住
が
急
進
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

﹇Y
am

ano
et

al.2007

﹈。

三

調
査
概
要

第
二
章
で
統
計
資
料
か
ら
指
摘
し
た
よ
う
に
、
人
口
動

態
が
急
激
に
変
化
し
て
い
る
事
実
だ
け
を
鑑
み
て
も
、
ツ

バ
ル
人
を
静
態
的
に
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
容
易
に
推
測

で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
筆
者
ら
が
行
な
っ
た
の

が
、
フ
ォ
ン
ガ
フ
ァ
レ
島
の
人
口
・
住
宅
密
集
地
で
あ
る

市
街
地
に
お
け
る
調
査
で
あ
る
。
そ
の
期
間
は
二
〇
〇
九

年
三
月
一
〇
日
か
ら
一
七
日
ま
で
と
短
か
っ
た
た
め
に
、

調
査
開
始
時
に
サ
ン
プ
ル
と
し
て
の
調
査
対
象
地
区
を
設

定
す
る
こ
と
と
し
た
。
北
東
は
ヴ
ァ
オ
通
り
（V

ao

R
oad

）
と
そ
の
延
長
の
小
径
に
、
南
西
は
ト
コ
ト
ゥ
通

り
（T

okotu
R
oad

）
と
そ
の
延
長
の
小
径
に
、
そ
し
て

北
西
は
ラ
グ
ー
ン
に
、
南
東
は
滑
走
路
に
囲
ま
れ
た
と
こ

ろ
が
そ
れ
で
あ
る
（
図
３
、
後
出
の
図
４
―
１
・
２
も
参

照
）。
こ
の
地
区
の
な
か
を
、
ラ
グ
ー
ン
の
海
岸
線
と
滑

走
路
に
並
行
し
て
走
る
二
本
の
幹
線
道
路
、
フ
ォ
ン
ガ
フ

ァ
レ
道
路
（T

e
A
uala

o
Fongafale

）
と
ツ
バ
ル
道
路

図 3 調査対象地の位置
※ 左は［Government of Tuvalu 1980］に筆者加筆，右は高解像度衛星データ（QuickBird）に筆者加筆．
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（T
e
A
uala

o
T
uvalu

）
が
横
断
し
て
い
る
。
な
お
、
滑
走
路
を

南
東
の
端
と
し
た
理
由
は
、
そ
れ
よ
り
南
島
側
に
建
築
物
が
存
在

せ
ず
、
居
住
者
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
山
野
ら
は
二
〇
〇
七
年
の
論
文
で
、
過
去
の
地
図
、

航
空
地
図
、
そ
し
て
衛
星
画
像
の
解
析
か
ら
、
土
地
利
用
／
被
覆

及
び
建
築
物
分
布
の
変
遷
の
再
構
築
を
試
み
た
。
そ
の
な
か
で
フ

ォ
ン
ガ
フ
ァ
レ
島
の
集
落
は
一
八
九
六
年
時
点
で
は
北
部
の
教
会

を
中
心
と
し
て
ラ
グ
ー
ン
側
の
ビ
ー
チ
リ
ッ
ジ
上
に
形
成
さ
れ
て

い
た
が
、
一
九
四
一
年
に
は
南
部
の
ビ
ー
チ
リ
ッ
ジ
上
に
も
う
一

つ
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
一
九
七

四
年
時
点
に
は
集
住
区
が
、
北
部
の
集
落
と
南
部
の
集
落
の
間
や

北
部
の
集
落
の
さ
ら
に
北
側
に
拡
張
し
、
ビ
ー
チ
リ
ッ
ジ
全
体
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
ビ
ー
チ
リ
ッ
ジ
と
滑
走
路
の
間
に

も
拡
張
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
﹇Y

am
ano

et
al.

2007

﹈。
現
在
で
は
フ
ォ
ン
ガ
フ
ァ
レ
島
の
市
街
地
は
一
続
き
に

繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
現
地
で
は
北
部
セ
ナ
ラ
（Se-

nala

）、
南
部
ヴ
ァ
イ
ア
ク
（V

aiaku

）、
中
間
部
ア
ラ
ピ
（A

lapi
）、

最
北
部
フ
ァ
カ
イ
・
フ
ォ
ウ
（FakaiFou

）
の
四
地
域
に
分
か

れ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
人
口
統
計
資
料
に
も
四

地
域
に
分
け
た
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
﹇T

uvalu
C
entralStatis-

tics
D
ivision

n.d.

﹈。
今
回
の
調
査
対
象
地
区
は
、
ア
ラ
ピ
に

位
置
し
て
お
り
、
二
〇
世
紀
後
半
に
市
街
地
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
調
査
対
象
地
区
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
な
実
態
の
一
端
を

捉
え
る
に
あ
た
っ
て
、
今
回
の
調
査
で
は
区
内
の
居
住
地
と
住
民

の
特
徴
を
、
近
年
に
お
け
る
時
間
的
・
空
間
的
変
化
に
留
意
し
な

が
ら
析
出
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
た
め
に
第
一
に
、
二
〇
〇

九
年
現
在
に
お
け
る
建
築
物
の
分
布
図
を
作
成
し
た
上
で
、
そ
れ

を
一
九
七
三
年
撮
影
の
航
空
写
真
を
基
に
作
成
さ
れ
た
一
九
八
〇

年
公
刊
の
地
図
と
比
較
検
討
し
、
建
築
物
の
数
と
分
布
の
変
化
を

明
ら
か
に
し
た
﹇G

overnm
ent

of
T
uvalu

1980

﹈。
第
二
に
、

居
住
地
の
位
置
や
そ
の
建
設
時
期
に
偏
り
が
な
い
こ
と
に
留
意
し

た
上
で
九
人
の
住
民
を
選
出
し
、
自
由
対
話
形
式
に
お
け
る
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー
を
行
い
、
彼
／
彼
女
ら
の
出
身
地
と
こ
れ
ま
で
の
居
住

歴
を
明
ら
か
に
し
た
（
４
）
。

四

居
住
地
の
変
遷

作
成
し
た
分
布
図
と
公
刊
さ
れ
て
い
る
地
図
の
比
較
検
討
の
結

果
、
調
査
対
象
地
区
に
は
一
九
七
三
年
時
点
で
は
三
一
戸
の
建
築

物
が
存
在
し
た
と
推
定
で
き
る
が
、
二
〇
〇
九
年
に
は
そ
の
数
が

倍
近
く
の
五
七
戸
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
個
々
の
建
築
物
を
照
合
し
て
い
く
と
、
一
九
七
三
年
時
に
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は
確
認
で
き
た
が
二
〇
〇
九
年
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
建

築
物
は
一
戸
の
み
で
、
二
七
戸
は
新
築
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
一
方
、
一
九
七
三
年
時
の
建
築
物
に
増
築
が
施
さ

れ
た
ケ
ー
ス
も
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
建
築
物
は
ほ
ぼ

全
て
個
人
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
居
住
地
の

拡
張
と
住
民
の
増
加
が
急
速
に
進
ん
だ
こ
と
が
指
摘
で
き

る
（
表
２
）。

よ
り
詳
し
く
み
て
い
く
た
め
に
、
便
宜
上
調
査
対
象
地

区
を
二
本
の
幹
線
道
路
で
三
分
割
し
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
を

「
ラ
グ
ー
ン
側
」、「
内
陸
部
」、「
滑
走
路
側
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
た
い
（
図
４
―
１
・
２
）。
第
一
章
で
指
摘
し
た

環
礁
州
島
の
地
形
の
特
徴
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、「
ラ
グ

ー
ン
側
」
に
ビ
ー
チ
リ
ッ
ジ
が
、「
内
陸
部
」
と
「
滑
走

路
側
」
に
中
央
凹
地
が
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
一
九
七
三
年
時
に
は
こ
れ
ら
三
セ
ク
シ
ョ
ン
に

存
在
す
る
建
築
物
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在

で
は
「
滑
走
路
側
」、「
内
陸
部
」、「
ラ
グ
ー
ン
側
」
の
順

に
多
く
な
っ
て
い
る
（
図
４
―
１
・
２
）。
す
な
わ
ち
そ

の
順
番
で
、
建
築
物
の
増
加
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
（
図
５
）。

図 4�1 1973年時の建築物を示す地図
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表 2 建築物数の変化

変化数

増加 4，減少 1

増加 9，減少 0

増加 14，減少 0

増加 27，減少 1

※1 単位は全て「戸」．
※2 増築は戸数の増加と数えていない．

2009年

12

20

25

57

1973年

9

11

11

31

年

セクション

ラグーン側

内陸部

滑走路側

合 計

図 4�2 2009年時の建築物を示す地図
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五

住
民
の
変
遷

九
人
の
住
民
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
要
点
は
、
表
３

に
ま
と
め
ら
れ
る
（
表
３
）。
帰
属
意
識
を
有
す
る
出
身
地
を
環

礁
・
リ
ー
フ
島
レ
ベ
ル
で
尋
ね
る
質
問
に
対
し
て
は
、
フ
ナ
フ
チ

と
回
答
し
た
人
が
二
名
、
ニ
ウ
タ
オ
が
三
名
、
残
り
の
四
名
は
そ

れ
ぞ
れ
、
ナ
ヌ
メ
ア
、
ヴ
ァ
イ
ト
ゥ
プ
（V

aitupu

）、
フ
ィ
ジ
ー

（Fiji

）
の
キ
オ
ア
島
（K

ioa

）
と
ヴ
ァ
イ
ト
ゥ
プ
、
ニ
ウ
タ
オ

（N
iutao

）
と
フ
ナ
フ
チ
、
と
回
答
し
た
（
５
）
。
こ
の
事
実
か
ら
、
こ

の
地
区
で
は
地
元
フ
ナ
フ
チ
環
礁
出
身
者
は
少
数
派
で
、
む
し
ろ

多
様
な
他
島
か
ら
の
出
身
者
が
多
数
派
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。さ

ら
に
詳
し
く
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
聞
い
て
い
く
と
、
九

人
の
誰
一
人
と
し
て
移
住
の
コ
ー
ス
が
、「
出
身
地
↓
現
居
住

地
」
と
い
う
単
線
に
お
さ
ま
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

紙
面
の
関
係
上
、
内
四
人
の
移
動
歴
を
以
下
に
簡
単
に
ま
と
め
る
。

Ａ
氏（
グ
ラ
フ
番
号
１
）・
男
性
・
一
九
八
三
年
生
・
ニ
ウ
タ
オ
出
身

一
九
八
三
年
に
、
フ
ナ
フ
チ
で
生
ま
れ
た
が
、
生
後
す
ぐ

に
ニ
ウ
タ
オ
に
移
動
し
た
。
両
親
と
も
に
ニ
ウ
タ
オ
出
身

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
そ
こ
で
暮
ら

図 5 セクションによる建物数の変化
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し
て
き
た
た
め
に
、
ニ
ウ
タ
オ
を
出
身
地
と
考
え
て
い
る
。

父
親
が
心
臓
の
病
気
を
抱
え
て
お
り
、
フ
ナ
フ
チ
で
の
み

病
院
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
だ
。
そ
の
た
め
、
フ

ナ
フ
チ
出
身
者
と
結
婚
し
フ
ナ
フ
チ
に
居
住
し
て
い
る
姉

を
頼
っ
て
、
二
〇
〇
七
年
に
フ
ナ
フ
チ
に
移
動
し
た
。
ま

だ
結
婚
は
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
フ
ナ
フ
チ
で
は
特
定
の
仕

事
に
つ
い
て
い
な
い
。
現
在
は
両
親
や
姉
の
家
族
ら
八
人

で
、
姉
の
夫
方
の
親
族
が
所
有
す
る
土
地
に
建
つ
家
に
住

ん
で
い
る
。

Ｂ
氏（
グ
ラ
フ
番
号
２
）・
男
性
・
一
九
四
九
年
生
・
フ
ナ
フ
チ
出
身

一
九
四
九
年
に
、
フ
ナ
フ
チ
の
伝
統
的
指
導
者
層
の
家
に

生
ま
れ
た
。
一
九
六
六
年
ご
ろ
に
ギ
ル
バ
ー
ト
・
エ
リ
ス

諸
島
の
首
都
が
所
在
し
た
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
タ
ラ
ワ
に
移

動
し
た
。
そ
し
て
植
民
地
政
府
の
も
と
で
配
管
工
と
し
て

働
い
た
。
一
九
七
二
年
に
タ
ラ
ワ
で
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
マ

ラ
ケ
イ
出
身
の
女
性
と
出
会
い
、
結
婚
し
た
。
一
九
七
六

年
に
フ
ナ
フ
チ
に
戻
り
、
一
九
八
一
年
ま
で
は
再
び
配
管

工
と
し
て
働
い
た
。
一
九
八
一
年
か
ら
は
警
察
官
を
務
め

る
よ
う
に
な
り
、
一
九
九
五
年
に
退
職
し
た
。
現
在
は
妻

や
息
子
家
族
ら
一
二
人
で
、
自
分
が
所
有
す
る
土
地
に
建

表 3 インタヴューを行った調査対象地区住民 9人の属性
（本文中における仮名）

…A氏

…B氏

…C氏

…D氏

※ 「住宅」に関しては，1973年時点で既に確認できるものを「古」，2009年時点で新たに確認できるものを「新」
としている．

出身地（環礁）

ニウタオ

フナフチ

ニウタオ

ニウタオ

フナフチ

ヴァイトゥプ・
フィジーのキオア島

ナヌメア

ニウタオ・フナフチ

ヴァイトゥプ

居住セクション

ラグーン側

ラグーン側

内陸部

内陸部

滑走路側

滑走路側

内陸部

滑走路側

内陸部

住宅

新

古

古

新

新

古

新

古

古

職業

無職

無職（退職済み）

宗教施設管理者

無職（退職済み）

官公庁職員

教師

教師

無職（退職済み）

無職（退職済み）

出生年

1983

1949

1951

1928

1985

1953

1955

1944

1923

性別

男

男

女

男

男

女

女

男

男

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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つ
家
に
住
ん
で
い
る
。

Ｃ
氏（
グ
ラ
フ
番
号
４
）・
男
性
・
一
九
二
八
年
生
・
ニ
ウ
タ
オ
出
身

一
九
二
八
年
に
、
母
の
出
身
島
の
ヴ
ァ
イ
ト
ゥ
プ
で
生
ま

れ
た
。
た
だ
し
父
は
ニ
ウ
タ
オ
出
身
で
あ
る
た
め
、
ニ
ウ

タ
オ
を
出
身
地
と
考
え
て
い
る
。
ヴ
ァ
イ
ト
ゥ
プ
の
学
校

に
通
っ
て
い
た
が
、
一
九
四
五
年
に
フ
ィ
ジ
ー
の
ス
ヴ
ァ

に
移
動
し
高
等
教
育
を
受
け
た
。
一
九
四
八
年
に
卒
業
し
、

士
官
候
補
生
と
し
て
船
上
訓
練
を
始
め
る
が
、
船
酔
い
に

耐
え
切
れ
ず
数
か
月
で
辞
め
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
タ
ラ
ワ

で
植
民
地
政
府
の
も
と
で
警
察
官
と
な
っ
た
。
一
九
五
一

年
に
は
、
当
時
リ
ン
鉱
石
の
採
掘
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
現
キ
リ
バ
ス
領
の
バ
ナ
バ
に
移
動
し
、
そ
こ
で
警

察
官
を
務
め
た
。
一
九
五
二
年
に
は
ヴ
ァ
イ
ト
ゥ
プ
に
戻

っ
て
フ
ナ
フ
チ
出
身
の
女
性
と
結
婚
し
た
。
同
年
に
は
再

び
バ
ナ
バ
に
行
き
、
そ
し
て
一
九
六
〇
年
に
再
び
タ
ラ
ワ

に
移
動
し
た
が
、
一
九
七
六
年
に
は
フ
ナ
フ
チ
に
移
動
し

た
。
一
九
七
八
年
に
警
察
官
を
退
職
し
、
一
九
八
一
年
か

ら
一
九
九
八
年
ま
で
は
国
会
議
員
を
務
め
た
。
二
〇
〇
八

年
に
ニ
ウ
タ
オ
に
行
き
、
四
か
月
の
滞
在
の
後
に
フ
ナ
フ

チ
に
戻
っ
て
き
た
。
現
在
は
妻
や
息
子
家
族
ら
一
〇
人
で
、

妻
方
の
親
族
が
従
来
所
有
し
て
い
た
土
地
に
建
つ
家
に
住

ん
で
い
る
。

Ｄ
氏（
グ
ラ
フ
番
号
７
）・
女
性
・
一
九
五
五
年
生
・
ナ
ヌ
メ
ア
出
身

一
九
五
五
年
に
、
ナ
ヌ
メ
ア
で
生
ま
れ
た
。
一
九
六
九
年

か
ら
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
タ
ラ
ワ
で
中
等
教
育
を
受
け
、
ツ

バ
ル
の
分
離
後
も
留
ま
り
、
教
職
課
程
を
終
え
た
。
一
九

七
八
年
に
ヌ
ク
ラ
エ
ラ
エ
出
身
の
男
性
と
結
婚
し
、
同
年

に
タ
ラ
ワ
の
小
学
校
で
教
鞭
を
と
り
始
め
た
。
一
九
八
三

年
に
フ
ナ
フ
チ
に
移
動
し
、
数
か
月
滞
在
し
た
後
に
、
ナ

ヌ
メ
ア
に
戻
っ
た
。
一
九
八
四
年
に
第
三
子
を
妊
娠
し
た

が
、
流
産
の
危
険
が
あ
っ
た
の
で
、
病
院
の
あ
る
フ
ナ
フ

チ
に
家
族
と
移
動
し
た
。
そ
の
後
仕
事
を
探
す
た
め
に
フ

ナ
フ
チ
に
留
ま
り
、
一
九
八
七
年
に
小
学
校
で
再
び
教
鞭

を
と
り
始
め
た
。
二
〇
〇
一
年
に
は
夫
と
と
も
に
高
等
教

育
機
関
の
奨
学
金
を
得
て
フ
ィ
ジ
ー
に
移
動
し
た
。
二
〇

〇
三
年
に
学
位
を
お
さ
め
た
後
、
二
〇
〇
四
年
に
は
夫
が

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
勉
強
を
続
け
る
た
め
に
、
バ
ヌ
ア
ツ
に

移
動
し
た
。
二
〇
〇
六
年
に
再
び
ツ
バ
ル
の
フ
ナ
フ
チ
に

戻
り
、
現
在
で
は
宗
教
団
体
の
学
校
の
校
長
を
務
め
て
い

る
。
現
在
は
夫
と
息
子
と
娘
の
家
族
七
人
で
住
ん
で
い
る

史
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（
こ
の
家
は
学
校
が
管
理
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
）。

九
人
全
員
の
移
動
歴
は
、
図
６
に
ま
と
め
た
通
り
で
あ

る
（
図
６
）。
ツ
バ
ル
内
の
環
礁
・
リ
ー
フ
島
の
あ
い
だ

の
み
な
ら
ず
、
か
つ
て
リ
ン
鉱
が
盛
ん
で
ツ
バ
ル
人
の
主

要
な
出
稼
ぎ
先
で
あ
っ
た
バ
ナ
バ
島
が
所
在
す
る
現
キ
リ

バ
ス
と
の
あ
い
だ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
現
フ
ィ
ジ
ー
、

現
バ
ヌ
ア
ツ
と
の
あ
い
だ
で
も
、
頻
繁
に
移
動
が
み
ら
れ

る
。
短
い
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
中
で
本
人
た
ち
が
明
確
に
思

い
出
し
た
移
動
の
み
を
記
録
し
た
た
め
に
、
実
際
に
は
さ

ら
に
複
雑
な
移
動
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
現
居
住
地
で
あ
る
フ
ナ
フ
チ
環
礁
へ
は
、
上
記

の
Ｄ
氏
の
よ
う
に
宗
教
団
体
や
学
校
の
つ
て
が
あ
る
場
合

を
除
い
て
は
、
Ａ
氏
、
Ｂ
氏
、
Ｃ
氏
よ
う
に
元
来
の
フ
ナ

フ
チ
環
礁
出
身
者
と
の
親
族
関
係
を
頼
っ
て
移
動
し
て
い

る
場
合
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

六

考
察
―
―
多
様
性
と
動
態
性

第
四
章
、
第
五
章
の
分
析
を
基
に
、
居
住
地
と
住
民
に

関
す
る
考
察
を
行
い
た
い
。

第
一
に
、
こ
の
三
〇
余
年
の
間
に
急
速
に
、
居
住
地
が

図 6 住民 9名の移動史
※1 移動は現在の国境に従って表わしている．従って，例えば英植民地領エリス・ギルバート諸島時代における内

部の移動が，ツバルとキリバスの間の移動として表される場合がある．
※2 国家名は，北から南の順番で，上から下に記している．なお，首都の北緯を基準にしている．
※3 ツバルのみ，国内の 9つの環礁・リーフ島レベルまで示している．北から南の順番で，上から下に記している．
※4 「住民」の数字は，図表 8の「番号」に対応している．
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拡
張
し
た
と
同
時
に
住
民
の
数
が
増
加
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
ラ
グ
ー
ン
か
ら
内
陸
に
向
か
う
ほ
ど
、
そ
れ
ら

の
変
遷
は
顕
著
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
た
。
事
実
、
フ
ナ
フ
チ

環
礁
の
タ
ウ
ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
（
英
名T

ow
n
C
ouncil

／
ツ
バ

ル
名K

aupule
）
に
勤
め
る
土
地
管
理
官
（
英
名Lands

C
lerk

／
ツ
バ
ル
名O

fisa
o
M
anafa

）
は
、
従
来
居
住
地
は
ラ

グ
ー
ン
側
に
あ
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
頃
か
ら
内
陸
へ
と
拡
張

し
て
き
た
と
述
べ
た
。
ま
た
複
数
の
住
民
か
ら
、
フ
ナ
フ
チ
環
礁

出
身
者
は
元
々
「
ラ
グ
ー
ン
側
」
に
集
落
を
形
成
し
て
い
た
が
、

近
年
や
っ
て
き
た
他
環
礁
・
リ
ー
フ
島
出
身
者
が
居
住
空
間
を
求

め
て
、「
内
陸
部
」、
そ
し
て
「
滑
走
路
側
」
に
進
出
し
て
い
き
住

宅
を
建
設
し
て
い
っ
た
と
い
う
意
見
を
聞
い
た
。
言
葉
を
換
え
れ

ば
、
近
年
は
人
口
が
密
集
す
る
範
囲
が
内
陸
に
も
及
ん
で
き
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
結
果
は
、
土
地
利
用
／
被
覆
及
び
建
築
物
分
布
の
変
遷
を
、

特
に
地
形
的
特
徴
に
注
目
し
な
が
ら
論
じ
た
山
野
ら
の
結
論
を
補

強
す
る
﹇Y

am
ano

et
al.2007

﹈。
彼
ら
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

居
住
地
は
従
来
、
ラ
グ
ー
ン
に
並
行
し
て
走
る
海
抜
の
比
較
的
高

い
ビ
ー
チ
リ
ッ
ジ
沿
い
に
所
在
し
て
い
た
。
し
か
し
近
年
は
、
以

前
に
は
沼
地
だ
っ
た
が
一
九
四
三
年
に
滑
走
路
を
建
設
す
る
た
め

に
埋
め
立
て
ら
れ
た
中
央
凹
地
へ
も
、
居
住
地
が
拡
張
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
﹇Y

am
ano

et
al.2007

﹈。

中
央
凹
地
は
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
現
在
で
も
な
お
海
抜
が
低
い
。

沼
地
だ
っ
た
と
き
に
は
、
高
潮
の
際
に
そ
の
水
位
が
上
昇
す
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
「
害
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
は
少

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
住
宅
が
建
設
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
当
然
浸
水
被
害
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
一
般
に
、
海
面
上
昇
に
よ
っ
て

「
居
住
地
が
浸
水
す
る
こ
と
」
が
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
報
道
さ

れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
こ
の
場
合
に
は
以
前
か
ら
の
「
浸
水
リ
ス

ク
地
域
が
居
住
地
化
す
る
」
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
中
央
凹
地
周
辺
に
居
住
す
る
住
民
に
と
っ
て
、
浸
水

リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
は
想
定
の
範
囲
内
で
あ
る
場
合
も
少
な
く
な

い
よ
う
だ
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
調
査
対
象
地
区
内
部
や

そ
の
周
辺
で
、
高
床
の
住
宅
や
住
宅
建
設
に
サ
ン
ゴ
礫
を
敷
き
詰

め
て
地
盤
を
強
化
す
る
様
子
が
見
て
取
れ
た
（
図
７
）。

第
二
に
、
フ
ナ
フ
チ
環
礁
以
外
の
環
礁
・
リ
ー
フ
島
か
ら
移
動

し
て
現
在
こ
の
地
区
に
居
住
し
て
い
る
住
民
の
多
さ
と
、
彼
／
彼

女
ら
の
出
身
地
の
多
様
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
フ
ォ
ン
ガ
フ
ァ

レ
島
の
市
街
地
は
そ
の
意
味
で
多
様
な
「
ツ
バ
ル
人
」
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、
住
民
が
ツ
バ
ル
の
内

外
で
、
島
の
間
の
移
動
を
頻
繁
に
繰
り
返
し
て
き
て
い
る
こ
と
が

史
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明
ら
か
と
な
っ
た
。
移
動
の
理
由
と
し
て
は
、
仕
事
、
教
育
、
そ

し
て
家
族
・
親
族
の
存
在
や
事
情
が
挙
が
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

生
活
の
場
の
変
転
を
必
然
的
に
伴
う
移
動
は
、
大
事
と
し
て
で
は

な
く
日
常
的
な
営
為
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受

け
た
。
そ
し
て
、
例
え
ば
他
環
礁
・
リ
ー
フ
島
出
身
者
が
フ
ォ
ン

ガ
フ
ァ
レ
島
の
調
査
対
象
地
区
に
居
住
す
る
に
あ
た
っ
て
、
フ
ナ

フ
チ
環
礁
出
身
者
と
の
親
族
関
係
を
頼
っ
て
い
た
よ
う
に
、
ひ
と

つ
の
島
の
範
囲
を
越
え
る
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
移
動
を

可
能
な
ら
し
め
る
重
要
な
背
景
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
。上

記
の
居
住
地
と
住
民
の
変
遷
を
巡
る
実
態
は
、
環
境
問
題
に

お
い
て
流
布
さ
れ
て
き
た
ツ
バ
ル
及
び
ツ
バ
ル
人
に
対
す
る
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
な
言
説
や
イ
メ
ー
ジ
と
大
き
く
食
い
違
う
。
フ
ォ
ン

ガ
フ
ァ
レ
島
の
市
街
地
は
多
様
な
「
ツ
バ
ル
人
」
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
お
り
、
近
年
は
人
口
増
加
と
人
口
集
中
に
由
来
す
る
動
態

的
な
変
化
を
経
験
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
は
長
距
離
の
移

動
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
む
し
ろ
「
移
動
に
住
ま
う
」
と
も
言
え

る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
彼
／
彼
女
ら
の
多
く
は
、
現
居
住
地
の

フ
ナ
フ
チ
環
礁
フ
ォ
ン
ガ
フ
ァ
レ
島
を
も
ま
た
「
終
の
棲
家
」
と

考
え
て
お
ら
ず
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
行
っ
た
九
人
の
な
か
で
も
、

将
来
は
出
身
地
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
移

図 7 サンゴ礫を敷き詰めて地盤を強化する様子
※ 調査対象地区の「滑走路側」セクションにて．
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動
す
る
意
思
を
明
確
に
持
っ
て
い
る
も
の
が
い
た
。

従
っ
て
一
般
に
「
国
土
」
と
呼
ば
れ
る
ツ
バ
ル
の
陸
地
は
極
小

だ
が
、
そ
こ
に
居
住
す
る
住
民
の
生
活
圏
は
む
し
ろ
広
い
と
い
え

る
。
こ
の
こ
と
は
彼
／
彼
女
ら
の
祖
先
た
ち
が
ツ
バ
ル
に
居
住
し

は
じ
め
る
以
前
か
ら
、
三
〇
〇
〇
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
っ
て
広

大
な
太
平
洋
を
繰
り
返
し
航
海
し
て
き
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
オ
セ
ア
ニ
ア
の
島
嶼
を
太
平
洋
に
よ
っ
て
繋
が
る
世
界

と
し
て
想
起
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
人
類
学
者
・
作
家
ハ
ウ
オ
フ

ァ
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
彼
／
彼
女
ら
は
「islands

in
the

sea

（
海
に
浮
か
ぶ
島
々
）」
の
ひ
と
つ
に
で
は
な
く
、
ま
さ
に

「a
sea

of
islands

（
島
々
を
浮
か
べ
た
海
）」
に
生
き
て
い
る
の

で
あ
る
﹇H

au’ofa
1993

﹈。

フ
ナ
フ
チ
環
礁
住
民
に
つ
い
て
今
回
の
調
査
か
ら
は
、
ラ
イ
フ

タ
イ
ム
と
い
う
期
間
の
な
か
で
長
距
離
の
移
住
を
繰
り
返
す
移
動

性
、
出
身
や
移
動
・
集
住
の
時
期
を
異
に
す
る
住
民
が
近
隣
を
構

成
す
る
柔
軟
性
、
人
口
圧
ゆ
え
に
浸
水
リ
ス
ク
地
域
に
さ
え
住
宅

を
建
設
し
て
し
ま
う
順
応
性
が
窺
え
た
。
こ
の
よ
う
な
実
態
を
理

解
し
た
上
で
、「
沈
む
ツ
バ
ル
」
や
「
被
害
者
と
し
て
の
ツ
バ
ル

人
」
と
い
っ
た
言
説
や
イ
メ
ー
ジ
を
乗
り
越
え
な
い
限
り
、
住
民

に
と
っ
て
有
利
で
現
実
性
の
あ
る
適
応
策
に
至
る
こ
と
は
困
難
だ

ろ
う
。

七

お
わ
り
に
―
―
海
面
上
昇
に
向
け
た
提
言
の
可
能
性

ミ
ク
ロ
な
現
地
調
査
に
よ
っ
て
照
射
で
き
た
ロ
ー
カ
ル
な
実
態

か
ら
、
地
球
温
暖
化
を
巡
る
問
題
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
提
言
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
先
入
観
を
排
し
改
め
て
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
か
ら
、
国

土
の
水
没
や
浸
水
・
浸
食
、
あ
る
い
は
塩
害
等
の
現
象
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
そ
れ
ら

の
現
象
が
住
民
の
間
で
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
―
例

え
ば
、
そ
れ
は
「
害
」
な
の
か
否
か
、
そ
の
理
由
を
ど
の
よ
う
に

説
明
す
る
か
―
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

﹇
小
林

二
〇
〇
八
ａ
、
二
〇
〇
八
ｂ
﹈。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
現
象
を
短
絡
的
に
環
境
問
題
―
こ
こ
で
は
特
に
地

球
温
暖
化
に
起
因
す
る
海
面
上
昇
―
に
還
元
す
る
こ
と
な
く
、
人

口
増
加
、
人
口
集
中
、
地
形
改
変
、
居
住
地
開
発
と
い
っ
た
人
為

的
要
因
の
歴
史
性
に
十
分
に
留
意
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
と
考
え
る
。

第
二
に
、
第
一
の
提
言
と
重
な
る
が
、
従
来
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

を
中
心
に
流
布
し
て
い
た
環
境
問
題
を
め
ぐ
る
言
説
と
イ
メ
ー
ジ

に
お
い
て
、
ツ
バ
ル
及
び
ツ
バ
ル
人
に
つ
い
て
の
表
象
が
偏
っ
て

い
る
／
誤
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
そ
れ
と
は
異
な
る

史

学

第
七
九
巻

第
三
号
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（
二
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ロ
ー
カ
ル
な
実
態
を
描
き
出
し
、
そ
れ
が
災
害
時
・
非
常
時
に
発

揮
す
る
だ
ろ
う
潜
在
力
を
正
当
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿

で
は
、
フ
ォ
ン
ガ
フ
ァ
レ
島
の
市
街
地
に
お
け
る
居
住
地
と
住
民

の
多
様
性
と
動
態
性
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
生
活
圏
の
広
さ
、
移
動
性
、
柔
軟
性
、
適
応
性
と
い
っ
た
特

徴
を
指
摘
で
き
た
。
そ
れ
ら
は
海
面
上
昇
に
よ
っ
て
起
き
て
い

る
／
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
「
害
」
に
対
し
て
、
対
応
策
を
案
じ

る
際
に
も
重
要
な
視
点
を
提
供
す
る
。
そ
の
結
果
、
フ
ォ
ン
ガ
フ

ァ
レ
島
の
陸
地
を
物
理
的
に
保
全
す
る
と
い
う
発
想
に
留
ま
ら
ず
、

人
口
増
加
の
抑
止
、
都
市
計
画
の
推
進
、
他
島
へ
の
移
動
手
段
の

整
備
、
他
島
の
生
活
基
盤
の
整
備
等
を
、
具
体
的
対
策
と
し
て
現

地
住
民
と
と
も
に
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

謝
辞本

研
究
は
、
環
境
省
の
地
球
環
境
研
究
総
合
推
進
費
（「
Ｂ
ａ

―
０
８
５
環
礁
上
に
成
立
す
る
小
島
嶼
国
の
地
形
変
化
と
水
資
源

変
化
に
対
す
る
適
応
策
に
関
す
る
研
究
」
研
究
課
題
代
表
者
�
山

野
博
哉
）
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
。
ツ
バ
ル
で
の
調
査
期
間
中
、

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
応
じ
て
下
さ
っ
た
九
名
を
は
じ
め
、
フ
ォ
ン
ガ

フ
ァ
レ
島
の
住
民
の
皆
様
に
ご
協
力
頂
い
た
。
ま
た
本
稿
執
筆
に

あ
た
っ
て
、
山
口
徹
先
生
（
慶
大
）、
山
野
博
哉
先
生
（
国
立
環

境
研
究
所
）、
棚
橋
訓
先
生
（
お
茶
大
）、
小
林
誠
氏
（
首
都
大
）

に
有
益
な
ご
助
言
を
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
御
礼
申
し

上
げ
る
。

註（
１
）
国
名
ツ
バ
ル
は
「
八
つ
か
ら
成
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
れ
は
独
立
時
ニ
ウ
ラ
キ
タ
（N

iulakita

）
に
は
恒
常
的
な
居
住

者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
除
く
八
つ
の
環
礁
・
リ
ー
フ
島

を
数
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
﹇Institute

of
Pacific

Stud-
ies

and
E
xtension

Services,
U
niversity

of
the

South
Pa-

cific
and

the
M
inistry

of
Social

Services,
G
overnm

ent
of

T
uvalu

1983

�17

﹈。

（
２
）
ツ
バ
ル
政
府
中
央
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
た

（http://w
w
w
.spc.int/

prism
/
country

/
tv/

stats/
C
ensus%

20&
%20Surveys/C

ensus_index.htm

二
〇
一
〇
年
一
月
二
〇

日
現
在
）、
二
〇
〇
二
年
時
点
の
人
口
で
あ
る
。

（
３
）
日
本
政
府
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
（http://w

w
w
.m

ofa.
go.jp/m

ofaj/area/tuvalu/data.htm
l

二
〇
一
〇
年
一
月
二
〇

日
現
在
）。

（
４
）
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
住
民
は
英
語
が
話

せ
る
こ
と
、
日
中
に
時
間
が
あ
る
こ
と
、
と
い
う
条
件
を
満
た
し

て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
に
、
無
作
為
で
選
出
し
た
サ
ン
プ
ル

と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
、
フ
ナ
フ
チ
環
礁
の
市
街
地
に
は
、
日

常
会
話
程
度
な
ら
ば
英
語
を
話
す
住
民
が
多
か
っ
た
。

（
５
）
こ
こ
で
「
帰
属
意
識
を
有
す
る
出
身
地
」
と
し
た
の
は
、
そ
れ

「
沈
む
」
島
の
現
在

七
三
（
二
八
三
）



が
必
ず
し
も
当
事
者
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
だ
け
で
は
な
く
、
当
事

者
の
親
が
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
を
含
む
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

表
３
で
の
複
数
回
答
は
、
そ
の
双
方
を
答
え
た
場
合
で
あ
る
。
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